
第 405 回 昭和の森自然観察会

早春の生き物たち

井上 千代子（大網白里市）

日 時：2026 年 3 月 8 日（日）10:00～12:00  天候：晴れ

参加者：24 名（大人：15 名、子ども：９名）、

担当指導員：木下、井上  指導員 6 名 管理事務所 1 名

前日の暖かい春の日とは打って変わって、晴天でも風速10m/s

の強い北西の風が吹く寒い日でした。

タンポポクイズをしてから、太陽の広場奥に移動。草地に着

いて、参加者全員に渡した白い栞に草や花をこすり、色を付け

てもらいました。「この花、咲いている時の色と紙にこすって付

けた色と違うね！」「葉っぱは同じような緑色だけど、

紙にこすったら匂いしたよ」「これ、ノビルっていって食べられ

そうだよ」等々言いながらオリジナルの栞作りに取り組みました。「採ったノビルは今晩の

おかず！（観察会だから特別許可で、公園内の採取は禁止と伝えました）。」

突然、誰かが草の間に隠れていた小さなアマガエルを 1 匹見つけ、「こんな所に生きてい

るんだ！」。すぐ近くに色違いの小さなカエルも見つかり、「色が違うね！」「どうして色が

違うの？」質問がいっぱい出てきて、大人も子どもも熱心に見つめていました。コガタル

リハムシ、テントウムシも見つけました。コブシの小枝の先には花芽が、足元には昨秋落

下した果実、その傍にコブシの実によく似たノウサギの糞をも見

つけました。

道々で蕾がいっぱい付いたちょっと独特な匂いのハマヒサカ

キ、爽やかな香りのクロモジ（昔から楊枝に使われている事を説

明）等草木の匂いを観察しながら、足元に咲いていたタンポポの話

もしました。

中菖蒲田にはカタクリの葉、オオイヌノフグリ、フラサバソ

ウ、ツクシ、スギナ等早春の草花をたくさん見ることができました。

大人達の話題は、春の香りから味にも拡がっていきました。

中菖蒲田の水溜まりや足元に、たくさんのアズマヒキガエルの長い紐状の卵塊、田んぼ

にはニホンアカガエルの卵塊がたくさん見られ、オタマジャクシが出ている卵塊も発見。

事前に捕獲したドジョウ、メダカ、ヤゴ数種、ヌマエビ、センブリの幼虫、カワニナ等の

水生動物を観察したら、いろいろな生き物達がいることに驚きの声があがりました。「自分

でも捕ってみたい？」の声に、子ども達は用意したタモ網を各自持って、水路で“ガサガ

サ”の初体験。熱心な様子を大人達は離れて見学です。田んぼで大きなホトケドジョウも

捕れました。最後は捕れた場所に戻しました。

稲刈り後も田に水を残し、きれいな水の状態を保っている冬季湛水だから、たくさんの

貴重な生き物達が生息していることを伝えました。

強い北風の中、観察会開始

初めての“ガサガサ体験”


